
地
形
の
決
定
は
際
し
て
地
異
構
造
を
7g
吟
味
す
る
の
で
あ
っ
て
､
rJ
の
方
面
は
決
意
を
珊
は
ず
に
断
層
地
形
を
決
犀

す
る
地
形
尊
者
は
､
日
本
と
米
問
と
は
極
め
て
少
数
見
出
rb
れ
る
だ
け
で
あ
る
｡
そ
し
て
日
本
と
米
闘
と
か
ら
､
最

も
多
-
の
地
形
断
簡
が
報
告

n
れ
て
居
る
の
は
､
疑
ふ
乙
と
の
粗
雑
な

い
軍
資
な
の
で
あ
る
｡

(6)(6日 4日 3日2日1)

文

献

辻
村
太
郎

兜
北
日
本
の
断
層
盆
地

地
紋
串
肝
訴

解
入
谷

昭
和
七
年
｡

辻
村
太
郎

断
樽
谷
の
性
兜
北
び
に
日
本
籍

t
部
の
地
形
鍵
的
断
層
棒
故

地
批
撰
評
静

座

二
令

大
jE
十
五
年
｡

Y
ab
e
an
d

T
ay
a
m
a
:

E
3j8
tro
u
gh

.

B
u
t】.
E
ar
th
.
R
e
s.
l

a
st.
1
0.
i932
+

鈴
木
好

1

紳
奈

川
悌
厚

木
町
北
方

の
鮮

新
統

地
質
壌
郁

髄

節

三
十

九

怨

昭
利
七

年
O

雌
子
二
郎

地
殻
姫
劫
諭

･=方
政
論
段
(地
域
串
)

昭
利
七
坤

十
三
許
以
ド
O

非
上
帝
郷

放
京
文
糊
料
大
堺
卒
栄
論
文
)

嬰
旨
は
今
年
六
月
の
日
本
地
班
駿
昏
倒
骨
で
発
表
し
た
｡
新
地
靴
串
年
報
節

t
脊
参
照

熟

河

雑

観

山

､錦

綿

山
河

熱
河
省
連
中
牒
公
署
の
門
柱
に
｢
朝
路
山
河
違
背
主
｣

と
遇
痕
解
か
に
藩

い
て
あ
る
｡
流
石
は
文
節
は
巧
で
あ

熱

河

雑

観

(其
の
1
)

(
其
の

こ
上

清

寅

次

郎

る
.
熱
河
省
は
寓
里
の
長
城
以
北
に
あ
っ
て
､
吾
人
に

は
克
郎
内
蒙
古
の
南
部
と
し
て
知
ら
れ
'
元
は
遊
牧
の

朔
北
民
族
の
占
櫨
す
る
地
方
で
あ
っ
た
が
､
約
二
百
年

前
か
ら
仙旗
民
た
る
漢
旗
の
集
団
移
民
が
南
方
よ
-
移
住

一発

一
七

*



地

球

第
二
十
容

し
凍
っ
て

新
主
と
在
っ
た
.
伐

竃を
知
っ
て
植
う
る

む
知
ら
ざ
る
漢
人
は
樹
HLJ伐
-
､

状を
掘
-
､
以
て
薪

と
な
し
､
葡
蹄
の
山
河
を
し
て
'
金
-
荒
麿
の
山
河
ね

ら
し
め
た
｡
紋
の
山
野
は
馴
れ
た
.*
人
の
眼
に
は
動
も

す
れ
ば
満
洲
の
山
野
が
荒
波
と
し
て
映
ず
る
か
も
し
れ

g
o
然
る
に
熱
河
旅
行
者
が
繍
洲
は
躍
ら
で
､
満
鉄
沿

線
の
費
観
は
接
し
､
且
つ
文
明
の
恩
恵
を
満
喫
し
カ
と

き
は
'
恰
も
天
図
は
遊
び
た
る
が
如
き
爽
快
を
覚
ゆ
る

の

一
事
を
以
て
し
て
79
､
熱
河
が
如
何
は
荒
燈
せ
る
か

の
一
報
を
窺
払
知
る
こ
と
が
出
水
や
う
｡
今
ヤ
､
,J
の

荒
れ
た
る
山
河
は
帯
び
琴
王
は
違
っ
た
の
で
あ
る
.
n

て
如
何
在
る
文
化
の
種
子
を
購
付
け
､
如
何
は
し
て
再

び
郵
紹
山
河
の
浄
土
を
出
現
L
p
常
民
の
葡
靴
を
槍
進

せ
し
ひ
る
か
は
､
嘱
望
n
る
J
今
後
の
問
題
た
る
に
他

な
ら
を
い
〇

二
､
熱
河
省

へ

熱
河
討
伐
が

'I
段
落
を
告
げ
る
や
､
踊
東
軍
で
は
直

ち
に
五
郎
よ
-
成
る
資
源
調
査
囲
む
派
遣
す
る
乙
と
.J

I

節
三
批

7(0

1
八

を
つ
て
.
熱
河
閑
静
の
第

一
歩
は
始
っ
た
｡

各
班
は
盤

産
･幾
度
･畜
産
豪

産
及
び
経
済
等
の
調
雪

月
及
び
助

手

･
適
評
等
を
以
七
組
織
し
.
本
年
三
月
下
旬
か
ら
四

月
中
旬
は
か
け
て
､
熟
河
省

へ
向
け
て
新
茶
を
出
魔
し

た
の
で
あ
る
0

著
者
は
そ
の
調
査
園
の
堅

嘉

に
加
は
っ
て

熱
何

者
の
中
央
部
た
る
亦
峰
姦

卒
･凌
源

一
昔
を

調査
す
る

命
を
受
け
二

二
月
十
九
日
内
地
を
磯
し
､
五
月
二
十
三

日
内
地
は
締
っ
た
｡
そ
の
間
'
熱
河
省
を
旅
行
せ
L
rJ

と
約
五
十
日
'
出
磯
の
頃
の
溝
洲
は
､
痩

柳
も
未
だ
芽

を
出
さ
ぬ
冬
景
色
で
あ
っ
た
が
､
蹄
者
の
頃
は
池
癌
の

楊
柳
､
備
え
班
る
若
菜
､
ま
ruは
溝
洲
は
瀞
測
光
る
初

夏
の
新
装
に
蘇
生
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
〇

三p
錦

刈

奉
天
か
ら
泰
山
戴
道
に
よ
っ
て
南
西
に
向
へ
ば
､
汽

車
は
遭
河
沿
岸
の
新
民
･打
通
線
の
分
岐
鮎
打
虎
山
･営

口
支
線
を
分
つ
溝
邦
子
の
譜
輝
を
鍵
三

六
時
間
ほ
し

で
却
州
に
着
く
0



飾
州
は
迎
内
地
ガ
の
都
邑
と
し
で
は
､
i;
い
僻

む
と

新
ら
し
い
柵
凍
た
.打
す
る
卦
で
第

4L
化
に
あ
-
､

城
内

第 一 囲 う削州 J-桁 とl!(拷

迄に見;?ろば火門で32る

に
は
約
千
咋

前
の
祉
i>:衣

-
と
体
う

る

aJ=
U
し
わ
る

i
;
塔
､

高rJ

三
十
九
丈
が

夢
の
都
の
･:{
'

に
隼

へ
て
t

jI;
の
文
化
を

物

に
…
っ
て
居

る
｡(
節

-L
間
)

張
撃
良
は
rJ

＼
に
暇
政
府
を
設
け
､
戯
作
朴
を
首
班
と
し
わ
が
'
昭

和
七
年

一
月
三

=･某
.帥
囲
滋
の
入
城
前
に
比
に
'
西
に

向
っ
て
潰
走
し
て
居
た
｡

灘
州
は
蕪
村
粥
に
向
ふ
鉄
道
の
分
岐
鮎
に
普

Jl
J
n

つ
熱
河
竹

へ
の
飛
行
機
の
鋸
茄
地
と
し
て
'
現
今
に
放

熱

河
耕

取

(
化
ハ
の

-))

け
る
唯

一
の
琳
::河
幽
門
に
督
-
､
熱
河
曲
造
祉
設
淵
源

桝

･
郵
州
群
備
司
令
部

･
其
机｡
司
令
部

･
地
道
線
匪
司

令
部
等
が
あ
っ
て
繁
邦
と
難
件
を
柚
め
て
居
る
｡

囲

､

連
山
潜
と
胡
麓
鳥

貌
州
の
南
仰
約
四
十
粁
､
勘
軸
は
斗
川
す
る
小
乍
砧

を
潮
塩
砧
と
呼
び
(
琴

南

)'
長
さ
十
粁
'
巾

一
･
四

粁
'
童
と
し
て
悪

石
･
票

万
及
び
震
=
一系
の
托
邪
石
灰

岩
J･"

成
る
｡
乍
i
P
の
北
な
る
滞
人
を
斜
内
治
'
朔
な

る
帝
人
>
遠

山
幣
と

い
以
'
覇～
仰
帝
は
水
場
-
し
て
岩

礁
粘
加
す
る
も
'
逃
出
幣
は
水
泥
-
し
/L
港
幣
に
適
す

る
0
幣
の
前
方
に
は
菊
花
･比
と
呼
ぶ
小
唄
が
あ
る
｡

胡
就

･iP
の
築
港
は
比
に

一
九
日
八
年

(
光
絡
三
十
四

年
)
に
計
託
さ
れ
'
英
人
か

.

し
て
調
査

･
設
計
せ
し
め

胡
鹿
比
を
商
港
と
L
t
菊
花

i
?
を
罪
港
と
覆
す
計
豊
を

以
て
弟
工
し
た
る
も
中
止
し
'
其
後

一
九

一
三
年
､

.L

九

二
ハ
年
'

一
九
二
三
年
等
に
便
々
工
小
を
粒
紹
せ
ん

と
せ
L
も
果
さ
ず
､

一
九
三
rJ
件
に
は
1.7Ti
ケ
咋
や
の
計

誠

を
以
て
六
円
日
常
弗
の
橡
節
を
計
上
し
て
茄
下
し
､

一(一

一
九



地

球

節
二
十
令

竣
工
後
は
始
値
四
〇
〇
沢
の
も
の
九
七
隻
を
繋
放
し
得

る
漁
定
で
あ
っ
た
｡
菊
花
島
に
は
既
に
源
軍
兵
撃
枚
が

建
設
n
れ
.
蝕
逆
も
本
線
連
山
騨
よ
む
分
れ
る
支
線
む

も
完
成
し
た
｡
民
間
が
連
山
轡
築
港
の
完
成
に
多
大
の

努
力
む
惜
攻
を
か
っ
た
瑚
由
は
､
蕗
は
越
ぶ
る
限
-
で

を
い
が
'
築
港
が
完
成
し
.
満
政
の
平
行
線
路
LJ
る
打

第

二

回

胡
放
鳥
附
近
見
取
図

節
三
兆

完
二

二

〇

迫
録
に
よ
っ
て
田
柄
洲

･
内
栗
東
の
幾
度
を
連
山
轡
に

運
ぶ
fJ
と
!
夜
カ
P
既
は
計
蓬
rb
れ
､

一
部
開
通
せ
る

勃
州
よ
-,h熱
河
省
赤
峰
方
面

へ
の
銭
道
の
完
成
を
見
た

焼
け
は
大
連
は
朝
常
の
打
撃
で
あ
っ
た
rJ
と
は
推
測
に

難
-
覆
い
｡
然
る
は
塊
度
と
夜
-
計
塞
n
れ
て
､
両
も

工
事
の
進
捗
を
見
ず
.
牢
戊
の
基
礎
工
事
79
.
破
壊
の

俺
は
捨
て
ら
れ
て
今
日
は
及
び
､
植
わ
戚
慨
を
裸
か
ら

し
め
る
0

萌
鹿
島
は
港
轡
と
し
て
は
大
建
に
劣
る
も
､
皆
口
の

加
-
河
流
の
沈
積
物
は
よ
る
埋
没
の
慶
夜
-
､
不
凍
港

に
非
ら
ざ
る
も
､
冬
季
と
経
も
船
舶
の
出
入
に
大
し
た

障
蜜
夜
-
､
乙
と
は
後
背
地
と
し
て
頗
大
在
る
西
浦
洲

の
中
野
と
熱
河
省
と
を
有
す
る
を
以
て
､
賂
衆
に
於
J

も
露
要
性
を
有
す
る
良
港
轡
た
る
を
矢
は
な

い
Q

五
､
山
海
閑
の
戦
跡

長
城
を
絶
好
の
防
毅
物
と
し
て
､
乙
ゝ
ほ
陣
地
を
櫓

へ
発
散
は
､
fJ
!
を
最
後
と
ば
か
与
に
頑
張
は
抵
抗
を

試
み
た
の
で
あ
る
が
､
昭
和
八
年

一
月
三
日
の
紙
攻
撃



で
､
異
な
-
も
港
Iこ
放
浪
の
運
命
を
曲
る
の
止
む
な
き

lこ
至
っ
た
｡
山
海
鞘
の
大
和
歳
館
主
人
の
集
内
にこ
て
､

戦
跡
AJ訪
へ
ば
､
長
城
々
壁
の
内
部
に
洗
足
を
穿

ちて

そ
の
中
暮こ
龍
か
'
峯
葉
も
､
砲
牛
も
'
物
か
は
と
我
が

軍
Iこ
多
大
の
親
書
を
典

へ
ね
の
で
あ
つ
ね
が
'
我
は
砲

第

三

固

山
海
軸
の
守
備
兵

%
Tニ
官
費
を
以
て
長
城
の
1
月
を
破
壊
し
'
之
を
突
貫

道
路
と
し
て
'
藩
に
敵
を
畢
過
せ
し
め
た
と
い
ふ
｡
長

城
上
に
は
陸
軍
歩
兵
大
尉
鬼
玉
利
雄
､
同
吉
田
勝
次
郎

線

材

韓雛
(
井

の

1
)

歩
兵
曹
長
溜
薄
着
､
同
伍
長
橿
山
容
蔵
､
讐
繍
欝
長
手

浮
良
知
の
諸
勇
士
の
勇
敢
な
る
戟
死
と
停
ま
る
白
未
の

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
.
溌
取
の
昔
時
､
我
が
男

士
は
細
槽
を
以
て
城

壁に
暮
ら
人
と
拭
み
し
こ
と
､
敵

が
巧
lこ
手
席
弾
を
利
用
せ
し
こ
と
な
ど
'
曾
時
の
職
況

A
J警
備
の
衛
兵
か
ら
眼
の
あ
た
4
聞
い
て
'
憤
慨
と

7

人
珠
か
ら
し
め
た
.

山
海
恥
か
ら
慮
馬
に
跨
っ
て
角
山
寺
に
至
る
.
寺
-

山
海
軸
北
方
の
角
山
の
中
腹
-こ
あ
っ

て､
眺
皇
離
建
､

眼
下
もこ
彼
我
対
陣
の
陣
地
が
手
に
と
る
如
-
見
え
る
｡

警
備
の
衛
兵
は
防
鞍
の
土
嚢
の
影
で
頼
み
に
弾
丸
の
糞

墳
-こ
熱
中
し
て
居
た
(第
≡
欄
)0

六

､

内
地
の
人
々

熱
河
討
伐
は
日
解
し
-
進
捗
し
て
'
旬
州
か
ら
熟
河

に
向
つ
ね
1
隊
は
北
案
(
二
月
二
十
四
日
)
･朝
腋
(
二
月

二
十
五
日

)･連
年
(
三
月
二
日
)
･赤
峰
(
三
月
五
日

)･凍

源
(
二
月
未
)
･
永
徳
(
三
月
四
日
)と
い
A
点
に
圭
糧
の

匪
膿
を
長
城
線
暮こ
押
し
逃
し
た
.
更
は
沌
濠
方
面
か
ら

一会

二
一



地

球

妨

二
十
容

熱
河
は
向
つ
ね

一
隊
は
開
魯
(
二
月
中
旬
)
よ
-
下
庄
を

過
ぎ
て
三
月
三
日
頃
に
は
亦
峰
ほ
入
-
､
更
け
承
徳
方

向
の
討
伐
h
t行
っ
た
｡
か
-
し
て
本
年
三
月
の
初
旬
ま

で
に
熱
河
の
主
要
部
は
大
鰭
平
定
を
見
た

の
で

あ

る

が
七
五
月
十

一
=
か
ら
始
っ
た
京
北
口
の
組
攻
撃
ま
で

ほ
は
p
冷
L
iT

こ
浄
峰
口
等
の
長
城
勅
勘
方
面
は
於
で
は

討
伐
が
未
だ
行
は
れ
つ
J
あ
っ
た
｡

兵
端
は
勇
士
の
活
躍
と
鼎
待
っ
て
活
動
せ
ぬ
ば
な
ら

を
い
｡
其
他
､
補
給
､
慰
安
等
も
必
要
で
あ
る
｡
鉱
は

於
で
勇
敢
在
る
内
地
の
人
々
は
､
我
の
飴
蟻
も
厭
ふ
こ

と
を
-
､
陸
綾
と
し
て
熟
河
は
入
力
込
む
rJ
と

J
な
っ

た
C
旅
館
･料
亭
･商
工
業
者
等
は
各
地
は
営
業
を
開
始

し
､
忽
ち
ほ
し
で
.
新
し
さ
鍵
紳
活
動
が
熱
河
の
各
地

に
始
ま
る
ほ
至
っ
た
｡
郵
州
憲
兵
隊
で
は
､

1
つ
に
は

こ
れ
等
熱
河
を
目
指
し
て
入
る
人
々
の
便
利
h
t計
ら
'

他
に
は
不
肘
意
の
人
々
の
入
省
取
締
み
の
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